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———————— 1 はじめに————————
1996年の外国為替（Foreign Exchange: FX）取引の完
全自由化により FX取引が誕生してから，年々金融市場の
規模は拡大している．現在では多くのトレーダーが，コン
ピュータを駆使することで自動的にルールに従い取引を
するシステムトレードを導入している．また昨今は人工
知能を導入することで価格の予測，戦略を獲得するとい
う研究もおこなわれている．従来の為替予測手法では現
在から数年遡った期間のデータを使用することが多かっ
た．そのことにより算出した指標が現在の市場の動きに
合わないことがある．また、金融市場への他市場からの
影響を調べている研究 [1] は存在するものの，為替市場
においてそれらを用いて自動売買をする研究は少ないよ
うに見受けられる．本研究では，リアルタイムで取得し
た Tickデータを使用して，複数のインジケータによって
テクニカル分析を行うことで過去の価格や出来高などの
要素，さらには他市場が円ドル為替市場に与える影響を
考えることで未来の値動きを予測それらの予測された値
を比較し自動的に取引に用いる分析手法を考える．
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